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報

告

パ
サ
デ
ナ
の
冬

平
　
野
　
俊
　
二

　
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
北
の
外
れ
、
サ
ン
ガ
ブ
リ
エ
ル
山
脈
の
山
裾
に
繋

が
る
パ
サ
デ
ナ
は
人
口
十
一
万
余
り
の
小
さ
い
街
で
す
。
そ
の
謂
わ
れ
は

知
り
ま
せ
ん
が
、
パ
サ
デ
ナ
と
は
谷
聞
の
王
冠
を
意
味
す
る
と
か
。
冬
場

と
は
い
え
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
暖
い
気
候
に
恵
ま
れ
、
も
と
冬
期
の
保

養
地
と
し
て
発
展
し
た
処
だ
と
聞
き
ま
し
た
。
今
日
こ
の
街
が
人
口
に
謄

灸
し
て
い
る
の
は
、
元
旦
の
朝
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ロ
ー
ズ
パ
レ
ー
ド
、
引

続
き
催
さ
れ
る
ロ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
で
の
全
米
大
学
対
抗
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
決

勝
戦
で
し
よ
う
か
。
因
み
に
昨
年
（
一
九
八
三
年
）
は
U
C
L
A
対
ミ
シ

ガ
ン
大
学
が
争
い
、
U
C
L
A
の
優
勝
に
終
り
ま
し
た
。
こ
の
他
十
八
世

紀
の
英
国
絵
画
を
主
と
す
る
美
術
品
、
グ
ー
テ
ソ
ベ
ル
ク
の
バ
イ
ブ
ル
を

初
め
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
蔵
書
で
知
ら
れ
る
ハ
ン
チ
ィ
ン
ト
ン
美
術
館
も

こ
の
街
の
誇
り
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
私
が
昨
年
の
冬
（
一
九
八
二
一
三
年
）
を
過
し
ま
し
た
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学
（
愛
称
O
。
冨
。
『
）
は
、
こ
の
地
に
一
八
九
一
年

報

止口

に
美
術
工
芸
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、
一
九
二
〇
年
に
現
工
科
大
学
と
し

て
の
発
足
を
み
た
小
規
模
の
私
立
大
学
で
す
。
オ
リ
ー
ブ
の
植
込
み
が
ロ

コ
コ
風
の
建
物
の
回
廊
に
よ
く
調
和
し
た
、
い
か
に
も
南
の
国
を
思
わ
せ

る
小
じ
ん
ま
り
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
学
部
・
大
学
院
と
も
生
物
学
、

化
学
、
工
学
、
地
球
科
学
、
人
文
科
学
、
社
会
科
学
、
物
理
学
、
数
学
、

天
文
学
の
九
学
科
か
ら
成
っ
て
お
り
ま
す
。
大
学
の
案
内
冊
子
に
も
小
規

模
で
高
度
の
選
抜
を
行
う
大
学
と
謳
っ
て
い
る
よ
う
に
、
学
部
学
生
八
五

〇
名
、
院
生
八
七
〇
、
研
修
生
二
〇
〇
名
、
教
授
メ
ン
バ
ー
三
〇
〇
名
で

す
。
大
学
院
は
一
貫
コ
ー
ス
の
博
士
課
程
だ
け
で
修
士
の
学
位
は
出
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
米
国
の
多
く
の
大
学
と
同
様
、
大
学
院
は
ほ
と
ん

ど
他
大
学
の
卒
業
生
で
、
学
部
か
ら
院
に
そ
の
ま
瓦
進
学
す
る
ケ
ー
ス
は

稀
れ
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
八
名
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
（
現
役
才
名
）
が

お
ら
れ
る
こ
と
も
誇
り
の
ひ
と
つ
で
す
。
一
昨
年
受
賞
さ
れ
た
心
理
生
物

学
の
ロ
ジ
ャ
ー
．
ス
ペ
リ
ー
（
幻
。
σ
q
會
≦
．
G
o
喝
臼
蔓
）
教
授
も
こ
の
一

人
で
す
。

　
私
が
滞
在
い
た
し
ま
し
た
の
は
生
物
学
科
の
な
か
の
行
動
生
物
学
部
門

で
す
。
こ
の
部
門
は
主
と
し
て
神
経
生
物
学
と
心
理
生
物
学
を
内
容
と
し

て
お
り
ま
す
。
同
学
科
に
は
こ
の
他
、
細
胞
生
物
学
・
生
物
物
理
学
、
分

子
生
物
学
・
発
生
生
物
学
の
部
門
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
触
れ
ま
せ

ん
。
十
年
前
に
私
が
共
同
研
究
に
加
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
行
動
生
物
学
の

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
オ
ー
ル
ズ
（
智
ヨ
Φ
ω
○
匡
の
）
教
授
が
数
年
前
に
亡
く
な

ら
れ
、
そ
の
後
オ
ー
ル
ズ
夫
人
が
研
究
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
講
座
費

に
よ
る
予
算
の
裏
づ
け
が
な
く
、
各
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
研
究
費
を
獲

得
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
下
で
研
究
を
維
持
し
て
い
く
の
は
、
な
か

九
七
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
九
号

轟寝

パサデナでのマイ・カー。カリフォルニア
工科大学本館前にて。

な
か
大
変
な
こ
と
の
よ
う
で
す
。
丁
度
、
各
種
研
究
費
申
請
時
期
の
こ
と

も
あ
っ
て
、
ど
の
教
授
と
も
書
類
作
成
に
大
わ
ら
わ
、
秘
書
は
朝
か
ら
晩

ま
で
タ
イ
プ
に
追
わ
れ
る
有
様
で
し
た
。
と
も
あ
れ
、
オ
ー
ル
ズ
研
究
室

で
は
以
前
と
同
様
、
強
化
の
神
経
機
構
に
関
す
る
カ
テ
コ
ー
ル
ア
、
・
・
ン
説

の
検
討
と
、
中
枢
細
胞
活
動
の
応
答
変
化
に
基
づ
く
学
習
機
序
の
解
明
を

目
的
と
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
先
に
触
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
行
動
生
物
学
部
門
は
建
て
前
と
し
て
は
神

経
生
物
学
と
心
理
生
物
学
を
標
榜
し
て
お
り
ま
す
が
、
個
々
の
研
究
活
動

に
つ
い
て
は
両
者
を
戴
然
と
区
別
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
が
実
情
で
す
。

た
父
、
比
較
的
要
素
的
な
神
経
素
子
の
働
き
を
直
接
の
研
究
対
象
と
す
る

も
の
か
ら
、
環
境
要
因
、
個
体
の
経
験
に
重
点
を
お
く
行
動
学
的
検
証
に

至
る
ま
で
、
行
動
発
現
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
多
様
な
研
究

九
八

活
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
対
象
と
す
る
被
三
体
も
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

バ
エ
、
ア
メ
フ
ラ
シ
、
キ
ン
ギ
ョ
、
カ
エ
ル
、
　
コ
ト
リ
、
フ
ク
ロ
ウ
、
ネ

ズ
ミ
、
ネ
コ
、
サ
ル
、
人
間
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
参
考
ま
で
に
そ
の
活
動

の
概
要
を
記
し
ま
す
と
、
（
一
）
　
行
動
発
現
の
要
素
的
レ
ベ
ル
の
解
析
と

し
て
、
シ
ナ
プ
ス
に
お
け
る
化
学
的
伝
達
の
仕
組
み
（
レ
ス
タ
ー
）
、
神

経
伝
達
物
質
、
ホ
ル
モ
ン
の
生
化
学
的
研
究
（
ケ
ネ
デ
ィ
ー
）
、
シ
ョ
ウ

ジ
ョ
ウ
バ
エ
の
記
憶
固
定
に
よ
る
生
化
学
的
要
因
（
ベ
ン
ザ
ー
）
が
あ
り

ま
す
。
　
（
二
）
　
情
報
処
理
の
機
構
と
し
て
、
ア
メ
フ
ラ
シ
の
日
周
変
．
動

（
シ
ュ
ト
ル
ム
ワ
ッ
サ
ー
）
、
視
知
覚
、
と
く
に
知
覚
の
安
定
性
と
恒
常
性

を
可
能
に
す
る
脳
内
機
制
（
ア
ル
マ
ン
）
、
非
線
状
体
系
の
視
覚
機
能
（
エ

ッ
セ
ン
）
、
小
鳥
の
噂
り
学
習
を
め
ぐ
る
聴
覚
、
音
声
認
知
の
機
制
と
、

フ
ク
ロ
ウ
の
音
源
定
位
（
小
西
）
、
仔
ネ
コ
の
視
覚
経
験
に
よ
る
神
経
学

的
可
塑
性
（
笠
松
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
の
背
景
に
心
理

学
上
古
く
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
中
心
的
な
問
題
、
た
と
え
ば
目
が

動
い
て
も
環
境
世
界
が
安
定
し
て
見
え
る
の
は
ど
う
し
て
か
と
い
う
、
例

の
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
の
無
意
識
的
推
論
と
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
知
覚
の
成

立
に
か
か
わ
る
生
得
説
対
経
験
説
の
論
争
に
つ
い
て
、
実
験
的
検
証
が
強

力
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
　
（
三
）
高
次
の
認
知
機

能
を
対
象
と
す
る
領
域
で
は
、
人
の
視
覚
情
報
処
理
の
特
性
と
眼
球
運
動

の
統
御
機
構
に
関
す
る
誘
発
電
位
の
研
究
（
フ
ェ
ン
ダ
ー
）
、
記
憶
情
報

の
貯
蔵
と
検
索
に
み
ら
れ
る
非
局
在
的
特
性
と
文
脈
接
近
の
可
能
性
を
重

視
し
た
神
経
網
数
理
モ
デ
ル
の
解
析
（
ホ
ッ
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
）
、
脳
梁
切

断
患
者
の
実
験
心
理
学
的
精
査
に
よ
る
左
右
半
球
機
能
差
の
研
究
（
ス
ペ

リ
ー
）
が
あ
り
ま
す
。
ス
ペ
リ
ー
教
授
は
積
年
の
研
究
成
果
を
総
括
し
て
、
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脳
と
心
の
哲
学
的
考
察
を
深
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
す

が
、
そ
の
労
作
は
近
年
の
心
理
学
評
論
紙
上
に
見
る
こ
と
が
で
き
窪
す
。

ま
た
、
そ
の
研
究
室
の
最
近
の
研
究
活
動
に
、
部
分
的
脳
梁
切
断
を
施
し

た
サ
ル
に
半
球
問
の
特
異
情
報
の
転
移
（
た
と
え
ば
色
は
伝
え
る
が
形
は

伝
え
な
い
）
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
実
験
的
検
証
が
進
め
ら
れ

て
い
て
、
興
味
を
惹
く
も
の
が
あ
り
ま
す
。
左
右
両
半
球
間
の
統
合
過
程

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
上
で
今
後
の
進
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
か
つ
て
ス

ペ
リ
ー
教
授
に
お
目
に
か
か
っ
た
折
り
、
早
く
か
ら
ポ
ー
ル
・
ワ
イ
ス
の

影
響
を
受
け
、
こ
の
領
域
の
研
究
に
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
の
観
点
が
つ
ね
に
必

要
で
あ
る
と
述
懐
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
お
の
ず
か
ら
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
行
動
生
物
学
部
門
で
行
わ
れ
て
い
る
諸
研
究
は
、
テ

ー
マ
も
取
り
扱
う
レ
ベ
ル
も
多
様
で
は
あ
り
ま
す
が
、
総
じ
て
個
体
が
環

境
に
適
応
し
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
目
標
に
向
か
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
問
題
を
掘
り
起
こ
し
て
い
る
と
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。　

一
九
七
四
年
に
新
設
さ
れ
た
ペ
ッ
ク
マ
ン
研
究
棟
（
行
動
生
物
学
部
門
）

の
隣
り
に
、
風
変
り
な
ド
ー
ム
型
の
音
楽
堂
が
あ
わ
せ
て
作
ら
れ
た
お
蔭

で
、
週
末
に
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
絃
楽
団
の
演
奏
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
パ
サ
デ
ナ
の
冬
の
夜
の
楽
し
み
で
し
た
。
多
忙
極
ま
る
時
期
に
三
ヵ

月
の
出
張
を
お
認
め
い
た
だ
い
た
こ
と
を
深
謝
す
る
次
第
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

（
筆
者
ひ
ら
の
・
と
し
つ
ぐ
京
都
大
学
文
学
部
〔
心
理
学
〕
授
教
）

報

告

↓
一
一
九
頁
下
段
か
ら
つ
づ
く
。
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史
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